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率

億円 ％ 億円 ％ 億円 ％

売上高 1,652 100.0 1,461 100.0 191 13.1

　半導体売上高 1,581 1,403 177 12.6

営業損益 △ 58 △3.5 △ 98 △6.7 40 －

税引前損益 △ 48 △2.9 △ 108 △7.4 60 －

当期純損益 △ 61 △3.7 △ 63 △4.3 2 －

　円 　円 　円 ％

１株当たり当期純損益

　　　基本的 △ 49.34 △ 51.26 1.92 －

　　　希薄化後 △ 49.34 △ 51.26 1.92 －

億円 億円 億円 ％

設備投資額 402 196 206 105.2

減価償却費 189 203 △ 14 △6.8

研究開発費 310 280 30 10.8

　円 　円

米ﾄﾞﾙ為替ﾚｰﾄ （円） 115 107
ユーロ為替ﾚｰﾄ（円） 142 138

率

億円 億円 億円 ％ 億円

総資産 7,426 7,453 △ 27 △0.4 7,875

株主資本 2,992 3,083 △ 91 △2.9 3,873

人 人 人 ％ 人

従業員数 24,118 23,857 261 1.1 24,230

（注）①億円未満を四捨五入して表示しております。　

　　　②当社の連結決算は「米国会計基準」に準拠しておりますが、営業損益は「売上高」から「売上原価」「研究開発費」および

　　「販売費および一般管理費」を差し引いたものを表示しております。

　　  ③１株当たり当期純損益は米国財務会計基準書第128号「１株当たり利益」に基づいて算出しております。
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　　　　　　　（財）財務会計基準機構会員

2007年3月期　　　第１四半期財務・業績の概況　（連結） 2006年7月26日

［米国会計基準］

上場会社名　　　　　 ＮＥＣエレクトロニクス株式会社 上場取引所　　　　　　　 　 東証１部

コード番号　　　　 　　6723 本社所在都道府県　　　 神奈川県
（URL　http://www.necel.co.jp/）
代　　　表　　　者　　 代表取締役社長　　  　中島　俊雄
問合せ先責任者　 　ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部長  　遠藤　泰三 TEL ： (044)435-1664
親会社等の名称   　日本電気株式会社 （コード番号：6701） 親会社等における当社の議決権所有比率  70.0 %

１．四半期財務情報の作成等に係る事項
①　財務諸表等の作成に際して準拠した基準 ：　米国会計基準
②　最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：　無
③　連結および持分法の適用範囲の異動の有無 ：　有
　　　  　　連結　　（新規）　０社　　(除外）　１社　

２．2007年3月期 第１四半期財務・業績の概況　(2006年4月1日　～　2006年6月30日)

　(1)経営成績（連結）の進捗状況 （百万円未満四捨五入）

売上高 営業利益 税引前利益 四半期（当期）純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2007年3月期 第１四半期 165,238 13.1 △ 5,764 － △ 4,822 － △ 6,093 －

2006年3月期 第１四半期 146,096 △21.3 △ 9,805 － △ 10,792 － △ 6,330 －

(参考)2006年3月期 645,963 △ 35,689 △ 42,386 △ 98,198

１株当たり四半期
（当期）純利益

潜  在  株  式  調  整  後
１株当たり四半期（当期）純利益

円 銭 円 銭

2007年3月期 第１四半期 △ 49.34 △ 49.34

2006年3月期 第１四半期 △ 51.26 △ 51.26

(参考)2006年3月期 △ 795.13 △ 795.13
（注）①売上高、営業利益、税引前利益、四半期（当期）純利益におけるﾊﾟｰｾﾝﾄ表示は、対前年同期増減率を表示しております。
　　　②１株当たり四半期（当期）純利益は米国財務会計基準書第128号「１株当たり利益」に基づいて算出しております。
　　　③当社の連結決算は「米国会計基準」に準拠しておりますが、営業利益は「売上高」から「売上原価」「研究開発費」および
　　　　 「販売費および一般管理費」を差し引いたものを表示しております。

　(2)財政状態(連結)の変動状況

総資産 株主資本 株主資本比率
１ 株 当 た り
株  主  資  本

百万円 百万円 ％ 　　　　　　　　　円 銭

2007年3月期 第１四半期 742,602 299,197 40.3

2006年3月期 第１四半期 787,474 387,338 49.2

(参考)2006年3月期 745,281 308,251 41.4

　　　　【連結キャッシュ・フローの状況】
営 業 活 動 に  よ  る
キ ャ ッ シ ュ・フ ロ ー

投 資 活 動 に  よ  る
キ ャ ッ シ ュ・フ ロ ー

財 務 活 動 に  よ  る
キ ャ ッ シ ュ・フ ロ ー

現金および現金同等物
期     末     残     高

百万円 百万円 百万円 百万円

2007年3月期 第１四半期 7,799 △ 12,439 △ 1,251 204,792

2006年3月期 第１四半期 1,495 △ 20,255 △ 4,482 202,964

(参考)2006年3月期 49,890 △ 54,673 △ 12,530 211,060

３．2007年3月期の連結業績予想　(2006年4月1日　～　2007年3月31日)　

現時点における連結業績予想は、前回（2006年4月25日）公表のとおりであり、変更はありません。

予想売上高 予想税引前利益 予想当期純利益
百万円 百万円 百万円

中　　　間　　　期 345,000 △ 7,000 △ 9,000

通                期 705,000 0 △ 5,000

 (参考)１株当たり予想当期純利益（通期）  　  △40円49銭

当業績見通しは、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断しており、潜在的なリスクや不確実性が含まれております。

そのため、実際の業績は、今後の様々な要因の変化により、当業績見通しと乖離する可能性があります。

3,136.36

2,495.98

2,422.67
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経営成績および財政状態 
 

（１） 当四半期（2006年 4月から6月の３ヵ月間）の概況 
 

① 当四半期の経済および事業環境 

当四半期の世界経済は、概ね全地域で安定的な拡大基調が継続しましたが、世界各国でインフレ

懸念を背景にした政策金利の引き上げが行われたことなどにより、現在は、緩やかな減速傾向が現

れています。米国では住宅需要がピークアウトして消費の伸びが鈍化、欧州でも先行きに対する景

況感が悪化しており、株価も世界的に不安定な動きとなっています。一方で、わが国経済は、企業

収益の改善や個人消費の改善などにより、依然として景気の拡大が続いていますが、海外景気の鈍

化や金利水準の上昇などの影響により、景気拡大のスピードは鈍化しつつあります。 

 

半導体市場については、好調な景気を受けて、これまで世界的に拡大傾向が続いてきましたが、

直近では、パソコン市場の伸びの減速などを受けて米国市場の伸びが鈍化しています。日本や欧州

の市場は、逆に復調傾向にありますが、これは同地域における昨年度の不振の反動で伸びていると

も言えます。世界の半導体市場は、全体としては拡大基調にはあるものの、地域毎、製品分野毎に

はマイナス要因がある状況が続いていると言えます。 

 

② 当四半期の連結業績 

   （単位 億円）

 当期第１四半期 前期第１四半期 増（減） 

売   上   高 １,６５２ １,４６１  １９１ 13.1%

営  業   損  益 △５８ △９８  ４０ -

税 引 前 損 益 △４８ △１０８  ６０ -

当 期 純 損 益 △６１ △６３  ２ -

米ﾄﾞﾙ為替ﾚｰﾄ（円） １１５ １０７  

ユーロ為替ﾚｰﾄ（円） １４２ １３８  

※ 当社の連結決算は「米国会計基準」に準拠しておりますが、営業損益は「売上高」から「売上原価」「研究開発費」および

「販売費および一般管理費」を差し引いたものを表示しております。 

 

 

当社の当四半期の連結売上高は１,６５２億円と、前年同期と比べ１９１億円（１３．１％）の増収

となりました。各製品分野で売上が伸長し、主に携帯電話端末・液晶テレビ・パソコン用モニタ向け

のＬＣＤ（液晶ディスプレイ）ドライバＩＣ、汎用マイクロコントローラなどの多目的・多用途ＩＣ

の売上が増加いたしました。 

 

 連結営業損益は５８億円の損失と、前年同期と比べ損失が４０億円減少いたしました。これは、売

上高の増加に伴うものです。連結税引前損益は４８億円の損失で、前年同期と比べ損失が６０億円減

少いたしました。連結当期純損益は６１億円の損失で、前年同期と比べ損失が２億円減少いたしまし

た。 
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（２）製品分野別連結売上高実績 
 

製品分野別の連結売上高は次のとおりです。 

 

   （単位 億円）

 当期第１四半期 前期第１四半期  増（減） 

 通 信 機 器 分 野 ２８５ ２４３  ４３ 17.6％

 コンピュータおよび周辺機器分野 ３０３ ２７２  ３０ 11.1％

 民 生 用 電 子 機 器 分 野 ２３４ ２１４  ２０ 9.5％

 自動車および産業機器分野 ２６３ ２５３  １０ 4.1％

 多 目 的 ・ 多 用 途 Ｉ Ｃ ２０９ １５８  ５１ 32.3％

 ディスクリート・光・マイクロ波 ２８７ ２６４  ２３ 8.7％

   半  導  体  計 １,５８１ １,４０３  １７７ 12.6％

 そ の 他 ７１ ５８  １４ 24.2％

   合        計 １,６５２ １,４６１  １９１ 13.1％

 

 

 通信機器分野  売上高 ２８５億円（前年同期比１７．６％増） 
 

通信機器分野の当四半期の売上高は、前年同期と比べ４３億円（１７．６％）増加し、２８５億円

となりました。 

当分野にはルータ、携帯電話基地局などのブロードバンド・ネットワーク機器向け半導体や携帯電

話端末向け半導体が含まれます。 

当四半期は、携帯電話端末向け半導体の売上が前年同期と比べ増加しました。これは、欧米を中心

に当社が注力する高精細ＴＦＴ－ＬＣＤ（薄膜トランジスタ方式液晶ディスプレイ）を搭載した端

末の普及が進んだことなどにより、ＬＣＤドライバＩＣの売上が増加したことによるものです。 

 

 コンピュータおよび周辺機器分野  売上高 ３０３億円（前年同期比１１．１％増） 
 

コンピュータおよび周辺機器分野の当四半期の売上高は、前年同期と比べ３０億円（１１．１％）

増加し、３０３億円となりました。 

当分野には、サーバおよびワークステーション向け半導体やパソコンおよびパソコン周辺機器向け

半導体が含まれます。 

当四半期は、パソコン周辺機器向け半導体の売上が前年同期と比べ増加しました。これは、ＬＣＤ

パネルメーカーの生産増に伴う需要増により、液晶テレビやパソコン用モニタ向けＬＣＤドライバ

ＩＣの売上が増加したことによるものです。 

 

 民生用電子機器分野  売上高 ２３４億円（前年同期比９．５％増） 
 

民生用電子機器分野の当四半期の売上高は、前年同期と比べ２０億円（９．５％）増加し、２３４

億円となりました。 

当分野には、家電製品向け半導体やゲーム機向け半導体が含まれます。 

当四半期は、ゲーム機向け半導体、デジタルカメラやデジタルテレビなどのデジタル家電製品向け

半導体の売上が前年同期と比べ増加しました。 
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 自動車および産業機器分野  売上高 ２６３億円（前年同期比４．１％増） 
 

自動車および産業機器分野の当四半期の売上高は、前年同期と比べ１０億円（４．１％）増加し、

２６３億円となりました。 

当分野には、自動車向け半導体、ＦＡ（ファクトリー・オートメーション）機器などの産業機器向

け半導体が含まれます。 

当四半期は、自動車に搭載される半導体の数量増に伴い、自動車向け半導体の売上が前年同期と比

べ増加しました。 

 

 多目的・多用途ＩＣ  売上高 ２０９億円（前年同期比３２．３％増） 
 

多目的・多用途ＩＣの当四半期の売上高は、前年同期と比べ５１億円（３２．３％）増加し、     

２０９億円となりました。 

当分野には汎用マイクロコントローラ、ゲートアレイ、多用途のＳＲＡＭなどが含まれます。 

当四半期は、マイコン市場の回復に加え、新製品のオールフラッシュ・マイコンの売上が増加した

ことなどにより、汎用マイクロコントローラの売上が前年同期と比べ増加しました。 

 

 ディスクリート・光・マイクロ波 売上高 ２８７億円（前年同期比８．７％増） 
 

ディスクリート・光・マイクロ波の当四半期の売上高は、前年同期と比べ２３億円（８．７％）増

加し、２８７億円となりました。 

当分野には、ダイオード、トランジスタなどのディスクリート半導体、光通信やＤＶＤ向けの光半

導体、携帯電話端末などに使用されるマイクロ波半導体が含まれます。 

当四半期は、ディスクリート半導体の売上が市場の回復に伴い前年同期と比べ増加しました。 

 

 そ の 他  売上高 ７１億円（前年同期比２４．２％増） 
 

「その他」の分野の当四半期の売上高は、前年同期と比べ１４億円（２４．２％）増加し、７１億

円となりました。 

当分野には、主に当社の販売子会社が受託しているＬＣＤパネルの再販など、半導体以外の製品の

受託販売事業が含まれます。 

同事業は、当社グループの主力事業ではなく、当社グループ全体の損益に対する影響は殆どありま

せん。 
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（３）所在地別連結売上高実績 
 

 当社あるいは当社の子会社の所在地別に分類した連結売上高は次のとおりです。 

 

   （単位 億円）

 当期第１四半期 前期第１四半期  増（減） 

 日 本 ８６０ ８２８  ３２ 3.9%

 米 国 １８８ １６７  ２０ 12.1%

 欧 州 ２０２ １６４  ３８ 23.4%

 ア ジ ア ４０３ ３０２  １０１ 33.4%

   合        計 １,６５２ １,４６１  １９１ 13.1%

 

 

 日 本  売上高 ８６０億円（前年同期比３．９％増） 

 

日本では、携帯電話端末向けＬＣＤドライバＩＣの売上が増加したことなどにより、当四半期の売上

高は、前年同期と比べ３２億円（３．９％）増加し、８６０億円となりました。 

 

 米 国  売上高 １８８億円（前年同期比１２．１％増） 

 

米国では、ゲーム機向け半導体の売上が増加したことなどにより、当四半期の売上高は、前年同期と

比べ２０億円（１２．１％）増加し、１８８億円となりました。 

 

 欧 州  売上高 ２０２億円（前年同期比２３．４％増） 

 

欧州では、汎用マイクロコントローラの売上が増加したことなどにより、当四半期の売上高は、前年

同期と比べ３８億円（２３．４％）増加し、２０２億円となりました。 

 

 アジア  売上高 ４０３億円（前年同期比３３．４％増） 

 

アジアでは、液晶テレビやパソコン用モニタ向けＬＣＤドライバＩＣや、汎用マイクロコントローラ

の売上が増加したことなどにより、当四半期の売上高は、前年同期と比べ１０１億円（３３．４％）

増加し、４０３億円となりました。 



－７－ 

（４）財政状態 
 

① 総資産および株主資本 

（連結財政状態）   （単位 億円）

 ２００６年６月末 ２００６年３月末  増（減） 

総 資 産 ７,４２６  ７,４５３  △２７  

株 主 資 本 ２,９９２  ３,０８３  △９１  

株 主 資 本 比 率(％) ４０．３  ４１．４  △１．１  

１株当たり株主資本 (円) ２,４２３  ２,４９６  △７３  

有 利 子 負 債 １,４６６  １,４８３  △１７  

 

当四半期末の総資産残高は、７,４２６億円で、売掛金の減少などにより前期末と比べ２７億円の減

少となりました。 

 

株主資本は、２,９９２億円で、前期末と比べ９１億円の減少となり、株主資本比率は、前期末と比

べ１．１ポイント低下しました。 

 

有利子負債は、借入金の返済などにより前期末と比べ１７億円減少し、１,４６６億円となりました。 

 

② キャッシュ・フロー 

（連結キャッシュ・フローの状況）   （単位 億円）

 当期第1四半期 前期第1四半期  増（減） 

 営業活動によるキャッシュ・フロー ７８ １５  ６３

 投資活動によるキャッシュ・フロー △１２４ △２０３  ７８

 フリー・キャッシュ・フロー △４６ △１８８  １４１

 財務活動によるキャッシュ・フロー △１３ △４５  ３２

 為替相場変動による現金および現金同等物への影響額 △１ ５  △６

 現金および現金同等物純増加（減少）額 △６０ △２２７  １６７

 現金および現金同等物期首残高 ２,１１１ ２,２５７  △１４６

 現金および現金同等物期末残高 ２,０４８ ２,０３０  １８

 

当四半期の営業活動によるキャッシュ・フローは、当期純損益６１億円の損失計上などがあったも

のの、減価償却費が１８９億円となったことなどにより、７８億円の収入となり、前年同期と比べ  

６３億円の収入増となりました。 

 

投資活動によるキャッシュ・フローは、３００ミリウエハラインへの設備投資などに伴う支払が  

２８５億円ありましたが、新規設備の一部を売却しリース契約としたことなどにより、１２４億円の

支出となりました。その結果、前年同期と比べ７８億円の支出減となりました。 

 

以上の結果、フリー・キャッシュ・フローは、４６億円の支出となり、前年同期と比べ１４１億円

の支出減となりました。 

 

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済などにより１３億円の支出となり、配当金の

支払を行った前年同期と比べ、３２億円の支出減となりました。 

 

 

 



－８－ 

以上に為替相場変動による影響額を加味した、現金および現金同等物純増加（減少）額は６０億円

の減少となり、２２７億円の減少となった前年同期と比べ１６７億円の増加となりました。 



　比　較　連 結 損 益 計 算 書

　（単位　百万円）

2007年3月期 2006年3月期 2006年3月期
期　 第１四半期 第１四半期 前年同期比

自 2006年 4月 1日 自 2005年 4月 1日 自 2005年 4月 1日

至 2006年 6月30日 至 2005年 6月30日 増（減） 至 2006年 3月31日

対売上 対売上 対売上

 科　　目 高比率 高比率 高比率

％ ％ ％

165,238 100.0 146,096 100.0 19,142 645,963 100.0

118,931 72.0 107,986 73.9 10,945 477,476 73.9

30,978 18.7 27,954 19.1 3,024 120,874 18.7

21,093 12.8 19,961 13.7 1,132 83,302 12.9

△ 5,764 △ 3.5 △ 9,805 △ 6.7 4,041 △ 35,689 △ 5.5

4,747 2.9 595 0.4 4,152 4,360 0.6

受取利息および配当金 494 250 244 1,078

雑 収 益 4,253 345 3,908 3,282

3,805 2.3 1,582 1.1 2,223 11,057 1.7

支 払 利 息 212 149 63 874

雑 損 失 3,593 1,433 2,160 10,183

△ 4,822 △ 2.9 △ 10,792 △ 7.4 5,970 △ 42,386 △ 6.6

1,238 0.8 △ 4,371 △ 3.0 5,609 56,166 8.7

33 0.0 △ 91 △ 0.1 124 △ 354 △ 0.1

△ 6,093 △ 3.7 △ 6,330 △ 4.3 237 △ 98,198 △ 15.2

(注) 当社の連結決算は「米国会計基準」に準拠しておりますが、営業損益は「売上高」から「売上原価」「研究開発費」および
「販売費および一般管理費」を差し引いたものを表示しております。

当 期 純 損 益

営 業 外 費 用

税 引 前 損 益

法 人 税 等

少数株主損益 （控除）

営 業 損 益

営 業 外 収 益

売 上 高

売 上 原 価

販売費および一般管理費

研 究 開 発 費

( ( () ) )
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     (単位  百万円)

期　　

2006年6月末 2006年3月末 　増（減） 2005年6月末

科目

（資産の部）

流 動 資 産 409,509 413,370 △ 3,861 405,941

現金および現金同等物 204,792 211,060 △ 6,268 202,964

受取手形および売掛金 106,519 113,850 △ 7,331 97,673

たな卸資産 76,149 72,525 3,624 72,161

その他の流動資産 22,049 15,935 6,114 33,143

固 定 資 産 333,093 331,911 1,182 381,533

投資等 9,825 15,597 △ 5,772 10,377

有形固定資産 309,530 302,125 7,405 331,956

その他の資産 13,738 14,189 △ 451 39,200

  資   産   合　 計 742,602 745,281 △ 2,679 787,474

（負債・資本の部）

流 動 負 債 224,519 214,027 10,492 183,512

短期借入金 13,982 15,074 △ 1,092 14,460

支払手形および買掛金 137,519 122,939 14,580 110,742

その他の流動負債 73,018 76,014 △ 2,996 58,310

固 定 負 債 214,746 218,881 △ 4,135 212,699

社債および長期借入金 132,617 133,235 △ 618 137,483

未払退職および年金費用 70,618 75,761 △ 5,143 75,107

その他の固定負債 11,511 9,885 1,626 109

少数株主持分 4,140 4,122 18 3,925

資      本 299,197 308,251 △ 9,054 387,338

資本金 85,955 85,955 － 85,955

資本剰余金 281,007 281,007 － 274,804

利益剰余金 △ 63,494 △ 57,369 △ 6,125 34,499

その他の包括損益累計額 △ 4,271 △ 1,342 △ 2,929 △ 7,920

  負債および資本合計 742,602 745,281 △ 2,679 787,474

有利子負債残高 146,599 148,309 △ 1,710 151,943
株主資本比率 40.3 ％ 41.4 ％ △ 1.1 ％ 49.2 ％
Ｄ／Ｅ　レシオ 0.49 倍 0.48 倍 0.01 倍 0.39 倍

【その他の包括損益累計額内訳】

・外貨換算調整額 7,050 7,713 △ 663 3,635
・最小年金負債調整額 △ 14,624 △ 14,798 174 △ 14,985
・有価証券未実現損益 3,299 5,755 △ 2,456 3,414
・デリバティブ未実現損益 4 △ 12 16 16

　比　較　連　結　貸　借　対　照　表　
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(単位　百万円)

期 2007年3月期 2006年3月期 2006年3月期
第１四半期 第１四半期 前年同期比　

項　　　　目　  自 2006年 4月 1日  自 2005年 4月 1日 増（減）  自 2005年 4月 1日

 至 2006年 6月30日  至 2005年 6月30日  至 2006年 3月31日

Ⅰ.営業活動によるキャッシュ・フロー

△ 6,093 △ 6,330 237 △ 98,198

営業活動により増加したキャッシュ（純額）への調整

18,947 20,323 △ 1,376 89,342
受取手形および売掛金の（増加）減少額 7,336 4,008 3,328 △ 7,928
たな卸資産の（増加）減少額 △ 3,764 △ 4,148 384 △ 3,062
支払手形および買掛金の増加（減少）額 1,934 △ 1,355 3,289 5,675

△ 10,561 △ 11,003 442 64,061

計 7,799 1,495 6,304 49,890

Ⅱ.投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産売却額 16,220 11,675 4,545 56,474
有形固定資産購入額 △ 28,523 △ 31,681 3,158 △ 106,642
有価証券売却額 － 170 △ 170 395
貸付金の（増加）減少額 227 29 198 △ 223
そ　の　他 △ 363 △ 448 85 △ 4,677

計 △ 12,439 △ 20,255 7,816 △ 54,673

フリー・キャッシュ・フロー（ Ⅰ ＋ Ⅱ ） △ 4,640 △ 18,760 14,120 △ 4,783

Ⅲ.財務活動によるキャッシュ・フロー

社債および借入金の増加（減少）額 △ 1,251 △ 1,895 644 △ 9,320
配当金支払額 － △ 1,207 1,207 △ 1,235
そ　の　他 － △ 1,380 1,380 △ 1,975

計 △ 1,251 △ 4,482 3,231 △ 12,530

為替相場変動の現金および現金同等物への影響額 △ 133 515 △ 648 2,682

現金および現金同等物純増加（減少）額 △ 6,024 △ 22,727 16,703 △ 14,631

海外子会社の決算期変更による現金および現金同等物の減少 △ 244 － △ 244 －

現金および現金同等物期首残高 211,060 225,691 △ 14,631 225,691

現金および現金同等物期末残高 204,792 202,964 1,828 211,060

そ　の　他

当期純損益

減価償却費

　比 較 連 結 キャッシュ・フロー 計 算 書　

( ) ) )( (
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セ グ メ ン ト 情 報

(1) 所在地別売上高
(単位 百万円)

2007年3月期 2006年3月期
第１四半期 第１四半期

構成比 前年同期比 構成比 構成比
増減率

（％） （％） （％） （％）

　　日　　　　　本 85,998 52.1 3.9 82,807 56.7 352,875 54.6

　　米　　　　　国 18,750 11.3 12.1 16,722 11.4 76,860 11.9

　　欧　　　　　州 20,230 12.2 23.4 16,396 11.2 72,961 11.3

　　ア　　ジ　　ア 40,260 24.4 33.4 30,171 20.7 143,267 22.2

　　合　　　　　計 165,238 100.0 13.1 146,096 100.0 645,963 100.0

(2) 所在地別営業損益
(単位 百万円)

2007年3月期 2006年3月期
第１四半期 第１四半期

構成比 前年同期比 構成比 構成比
増（減）

（％） （百万円） （％） （％）

　　日　　　　　本 △ 9,510 － 4,122 △ 13,632 － △ 51,074 －

　　米　　　　　国 997 － △ 1,143 2,140 － 7,999 －

　　欧　　　　　州 381 － 581 △ 200 － 20 －

　　ア　　ジ　　ア 2,368 － 481 1,887 － 7,366 －

　　合　　　　　計 △ 5,764 － 4,041 △ 9,805 － △ 35,689 －

自 2006年 4月 1日  自 2005年 4月 1日  自 2005年 4月 1日

至 2006年 6月30日  至 2005年 6月30日  至 2006年 3月31日

2006年3月期

 自 2005年 4月 1日

 至 2005年 6月30日

 自 2005年 4月 1日

 至 2006年 3月31日

2006年3月期

自 2006年 4月 1日

至 2006年 6月30日( ) ( ) )(

((( ) ) )
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(3) 製品分野別売上高
(単位 百万円)

2007年3月期
第１四半期 前年同期比

増（減）

構成比 前年同期比 構成比 構成比
増減率

（％） （％） （％） （％）

通 信 機 器 分 野 28,533 17.3 17.6 24,269 16.6 4,264 107,995 16.7

コンピュータおよび周辺機器分野 30,255 18.3 11.1 27,229 18.6 3,026 126,581 19.6

民 生 用 電 子 機 器 分 野 23,434 14.2 9.5 21,407 14.7 2,027 102,639 15.9

自 動 車 お よ び 産 業 機 器 分野 26,315 15.9 4.1 25,272 17.3 1,043 103,780 16.1

多 目 的 ・ 多 用 途 Ｉ Ｃ 20,876 12.6 32.3 15,774 10.8 5,102 69,449 10.8

ディスクリート・光・マイクロ波 28,664 17.4 8.7 26,381 18.1 2,283 108,701 16.8

半 導 体 計 158,077 95.7 12.6 140,332 96.1 17,745 619,145 95.9

そ の 他 7,161 4.3 24.2 5,764 3.9 1,397 26,818 4.1

合 計 165,238 100.0 13.1 146,096 100.0 19,142 645,963 100.0

＜参考＞ プラットフォーム別売上高

当社は、これまで開示している製品分野別売上高に加えて、事業特性の類似するプラットフォーム別の売上高を
今回から開示いたします。

(単位 百万円)

2007年3月期
第１四半期 前年同期比

増（減）

構成比 前年同期比 構成比 構成比
増減率

（％） （％） （％） （％）

Ｓ ｏ Ｃ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 58,963 35.7 5.4 55,940 38.3 3,023 245,602 38.0

Ｍ Ｃ Ｕ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 40,799 24.7 9.1 37,398 25.6 3,401 156,490 24.3

個 別 半 導 体 58,315 35.3 24.1 46,994 32.2 11,321 217,053 33.6

半 導 体 計 158,077 95.7 12.6 140,332 96.1 17,745 619,145 95.9

そ の 他 7,161 4.3 24.2 5,764 3.9 1,397 26,818 4.1

合 計 165,238 100.0 13.1 146,096 100.0 19,142 645,963 100.0

（注）

ＳｏＣ（システム・オン・チップ）プラットフォーム： ＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）、ＡＳＳＰ（特定用途向け標準品）、メモリ

ＭＣＵ（マイコン）プラットフォーム： マイクロコントローラ、カーオーディオコントローラ

個別半導体： 表示ドライバ、アナログＩＣ、ディスクリート半導体、化合物半導体

至 2006年 6月30日  至 2005年 6月30日  至 2006年 3月31日

2006年3月期 2006年3月期

 自 2005年 4月 1日

第１四半期
自 2006年 4月 1日  自 2005年 4月 1日

自 2006年 4月 1日

至 2006年 6月30日

2006年3月期

 自 2005年 4月 1日

 至 2005年 6月30日

 自 2005年 4月 1日

 至 2006年 3月31日

2006年3月期
第１四半期

( ) ( ) )(

( ) ( ) ( )
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(単位 百万円)

2006年3月期
前年同期比
増(減) 自 2005年 4月 1日

至 2006年 3月31日

設  備  投  資  額 40,190 19,585 20,605 83,030 

減  価  償  却  費 18,947 20,323 △ 1,376 89,342 

研　究　開　発　費 30,978 27,954 3,024 120,874 

(注）設備投資額は、有形固定資産（ソフトウェアを除く）取得額を表示しております。

 自 2006年 4月 1日  自 2005年 4月 1日

 至 2006年 6月30日  至 2005年 6月30日

設 備 投 資 額 ・ 研 究 開 発 費

2007年3月期 2006年3月期
第１四半期 第１四半期

( () ) ( )

－１４－



－１５－ 

 
------------------------------------------------------------------------------------------ 

〔注〕 

本資料に記載されている当社および連結子会社（以下ＮＥＣエレクトロニクスと総称します）の計画、  

戦略および業績見通しは、将来の予測であって、リスクや不確定な要因を含んでおります。実際の業績等

は、さまざまな要因により、これら見通し等とは大きく異なる結果となりうることをあらかじめご承知願

います。実際の業績等に影響を与えうる重要な要因としては、ＮＥＣエレクトロニクスの事業領域を取り

巻く日本、北米、アジア、欧州等の経済情勢、市場におけるＮＥＣエレクトロニクスの製品、サービスに

対する需要動向や競争激化による価格下落圧力、激しい競争にさらされた市場においてＮＥＣエレクトロ

ニクスが引き続き顧客に受け入れられる製品、サービスを供給し続けていくことができる能力、為替   

レート（特に米ドルと円との為替レート）などがありますが、これ以外にも様々な要因がありえます。   

また、世界経済の悪化、世界の金融情勢の悪化、国内外の株式市場低迷などにより、実際の業績等が当初

の見通しと異なる結果となる可能性もあります。 

------------------------------------------------------------------------------------------ 

 


